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ゼミ活動報告 

「小林製薬訪問」 

細見 圭祐 

 12月 17日(水)、大阪市中央区道修町にある小林製薬本社で企業分析と CORE 論文の内

容についてプレゼンテーションを行いました。道修町は製薬企業がたくさんある所という

ことで、小林製薬の本社が大阪にある一つの理由になっているのでしょうか。地下鉄淀屋

橋駅から本社に向かう途中、大きなビルが立ち並んでいるのを見ると緊張と期待が合わり

ドキドキしていました！！小林製薬の本社はとても綺麗なところで、エレベーターに乗り

受付まで行くとそこには製品が並んでいて小林製薬に来たと改めて実感しました。はじめ

に広報総務部部長の小田桐佳也様、IR グループ長の木村孝行様から小林製薬の事業内容や

企業文化を中心にお話がありました。特に印象的だったのは、同社では社長に至るまで肩

書きで呼ばずに「○○さん」とさん付けにするとのお話でした。この自由な企業文化が面

白い商品を生み出す一つの要因なのかもしれません。 

いよいよプレゼンテーションを行

うこととなりました。実は前に並んで

いるときは緊張で汗だくでした(笑)

小田桐様、木村様の前でプレゼンテー

ションをするのはとても緊張しまし

たが、本当にいい経験をすることがで

きました。私たちのプレゼンを真剣に

聞いてくださって分析の成果をここ

で発表できる喜びを感じ発表を行い

ました！ 

 

 

 終了後は、達成感と緊張からの開放でみんな笑顔になりました。皆さまご清聴ありがと

うございました！！ 
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プレゼン終了後、分析に対する先方からのコメントでは、私たちの分析過程や設定した

仮説にまで細かいアドバイスをいただき、大変勉強になりました。私たちが行ってきた分

析の方向性も決して見当はずれではなかったことが確認できて大きな自信にもなりました。

ファミリー企業であることについてもフ

ァミリー企業の社員の方から実情を聞く

ことはとても新鮮で勉強になりました。私

たちの考えていたことと実際とに違いが

あるということを知ることができ、机の上

での勉強だけで得られなかった視点を学

びました。アイデア提案の話や、海外での

マーケティング戦略など分析の時には知

ることができなかったことがたくさんで

とても面白かったです。もう興味深かった

ことがたくさんありすぎて書ききれません！！(笑)  

その後、木村様にはうめだ火曜会でもお世話になりました。実際の業務のことを知るこ

とができ、自分が社会に出る時を想像すると、とてもワクワクしていました。問題意識を

もって仕事をされている姿は本当に憧れです！！また、自分は春にもうめだ火曜会に参加

しているのですが、その時には理解できなかった話が、今回は分かるというのがとても嬉

しかったです。この 1年間で成長したんだなと実感するとともに来年もがんばろうと強く

思いました！12月 17日はほんとに貴重な経験をした一日でした！！ 

最後になりましたが、お忙しい中、たくさん貴重なお話をしてくださった小田桐様、木

村様本当にありがとうございました。 

 

 


